　　　　　　　２年英語 学習の手引き　
  釜津田中　April, 2010
　進級おめでとう。今年１年間の約束ごとが書かれていますから、ノートの表紙裏にはるなどしていつでも見られるようにしておきましょう。
　今年も、わかりやすく楽しい授業を目ざします。君も、発言などまちがいを気にせず積極的に授業を盛り上げ、英語らしい楽しい授業になるように協力してください。このプリントは、これから１年間の約束事を皆さんと確認するものです。

１、準備するもの
· ２年生の教科書とともに、１年生の教科書も準備します。１年の時に習ったことを忘れたとき、すぐに思い出せるようにするためです。
· ノートは大学ノートでかまいません。学んだことをわかりやすくまとめ、テストの時のミニ参考書になるようにしていきます。

· 英和・和英辞典を準備します。教科書の後ろにある「単語リスト」だけでは、本当の単語の力がつきません。「自分で調べること」が大切です。

２、授業中にやってほしいこと
· 当然のことですが、先生の話を集中して聞き、ノートもきちんと取りましょう。板書以外でも『へぇー』と思った説明はノートにメモしておこう。意外なところで役に立ちます（テストに出題することさえあります）。
· 進んで発言・発表をしてください。英語の世界では、釜津田で暮らしてきたような「以心伝心」は通じません。英語はもちろん、日本語でも、自分の意志をはっきり言える力を身につけて欲しいです。

· 授業で分からないことは、遠慮なく先生に質問してください。「分かったつもり」で自宅に帰って宿題をしたら、「全然分かってなかった」とならないようにしましょう。

３、家庭学習のやり方
· 予習として、新しいパートに入るのに先立って新出単語の意味調べをしていただきます。

· 復習として、各パートの新出文型を忘れないよう、学習した日のうちにワークをやります。解答は渡しますが、答えを書き写しただけでは何の力にもなりません。（１ページで２問しか解けなくても）自力でやり、解答を見て丸つけ（×つけ）をします。
· 予習もする必要がなく、ワークも十分進んでやることがないときには、教科書本文の視写（ノートに書き写すこと）をしましょう。単語や英文を正確に書けると、テストで高得点をキープできます。
４、成績など
· 定期テストや作品、発表などから、通知票にある４観点（①コミュニケーションに対する関心・意欲・態度、②表現の能力、③理解の能力、④言語や文化に対する知識・理解）を、Ａ（目標達成）、Ｂ（おおむね達成）、Ｃ（未達成）というように先生が記録していき、それをもとに５，４，３，２，１の評定を決めていきます。「ここまでできたらA」というようになりますから、がんばればその分だけ成績が上がることになります。オール５をとることも、全員が可能です。

· 分からないことを「分かりません」と言える勇気は、とても大切です。たくさんまちがえ、たくさん質問するのが、外国語を学ぶときの基本です。

· 英語検定は有料ですが、力だめしとして、一生通用する貴重な資格として、積極的にチャレンジしてもらいたいです。２学年終了時の目標は４級合格です。
